






(調査表４　別紙（収支計画）） 団体名
（病院名）

１．収支計画　（収益的収支） (単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分

１. ａ 1,863 1,725 1,724 1,757 1,777 1,796

(1) 1,770 1,628 1,626 1,658 1,678 1,697

(2) 93 97 98 99 99 99

65 67 65 72 72 72

２. 142 148 145 254 258 257

(1) 133 138 136 245 249 248

(2) 0 0 0 0 0 0

(3) 9 10 9 9 9 9

(A) 2,005 1,873 1,869 2,011 2,035 2,053

１. ｂ 2,310 2,202 2,282 2,192 2,172 2,144

(1) ｃ 1,348 1,326 1,367 1,302 1,297 1,269

(2) 379 359 377 355 359 363

(3) 389 391 423 408 400 397

(4) 181 115 105 111 101 100

(5) 13 11 10 16 15 15

２. 137 102 88 62 63 62

(1) 87 84 79 21 22 21

(2) 50 18 9 41 41 41

(B) 2,447 2,304 2,370 2,254 2,235 2,206

経 　常 　損 　益 　(A)－(B) (C) ▲ 442 ▲ 431 ▲ 501 ▲ 243 ▲ 200 ▲ 153

１. (D) 0 0 0 0 0 0

２. (E) 2 4 4 2 2 2

特　別　損　益　(D)－(E) (F) ▲ 2 ▲ 4 ▲ 4 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 2

▲ 444 ▲ 435 ▲ 505 ▲ 245 ▲ 202 ▲ 155

(G) ▲ 5,646 ▲ 6,081 ▲ 6,586 ▲ 6,831 ▲ 7,033 ▲ 7,188

(ｱ) 295 301 301 301 301 301

(ｲ) 280 271 726 894 1,284 1,388

　 0 0 0 0 0 0

(ｳ) 0 0 0 0 0 0

（※） 71 ▲ 15 455 168 390 104
(Ａ)
（Ｂ）
(ｵ)
ａ
ａ
ｂ
(c)
（a）

(H)
ａ

（※）N年度における単年度資金不足額については、次の算式により算出すること。
　　○「N年度　単年度資金不足額」＝（「N年度の不良債務額」－「N－１年度の不良債務額」）
　　・不良債務額が負の数となる場合（不良債務が発生しない場合）においても負の数で上記単年度資金不足額を算出すること

広島県
（県立安芸津病院）

0

71.3 73.3

33.8 55.3

　　例）「22年度単年度資金不足額▲30百万円」＝（「22年度不良債務額▲20百万円」－「21年度不良債務額10百万円」）

60.5

90.0 90.0 90.0

地方公共団体の財政の健全化に関する法律上の
資金不足比率

24.7

病 床 利 用 率 76.1

24.7 33.8 55.3 60.5地方財政法上の資金不足の割合 ×100 0.0 0.0

425 593 983 1,087
地方財政法施行令第19条第１項
により算定した資金の不足額 (H)

79.3 74.1 73.0 70.7職員給与費対医業収益比率 ×100 72.4 76.9

75.5 80.2 81.8 83.8医 業 収 支 比 率 ×100 80.6 78.3

24.7 33.8 55.3 60.5不 良 債 務 比 率 ×100 ▲ 0.8 ▲ 1.7

78.9 89.2 91.1 93.1経 常 収 支 比 率 ×100 81.9 81.3

1,087
｛ ( ｲ )-( ｴ ) ｝ -{( ｱ )-( ｳ )}

単 年 度 資 金 不 足 額

(ｴ) 0
又 は 未 発 行 の 額

(ｵ) ▲ 15 ▲ 30 593 983

0 0 0 0

425

累 積 欠 損 金

不
 

良
 

債
 

務

流 動 資 産

流 動 負 債

う ち 一 時 借 入 金

翌 年 度 繰 越 財 源

当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入

そ の 他

経 常 費 用

差引 不 良 債 務

純 損 益 (C)＋(F)

特
別
損
益

特 別 利 益

特 別 損 失

支
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出

経 費

そ の 他

医 業 外 費 用

支 払 利 息

減 価 償 却 費

材 料 費

医 業 外 収 益

他 会 計 負 担 金 ・ 補 助 金

22年度 23年度18年度(実績) 19年度（実績） 20年度（見込） 21年度

国 ( 県 ) 補 助 金

経 常 収 益

職 員 給 与 費

そ の 他

医 業 費 用

収
 
 
 
 
 
 
 
 

入

医 業 収 益

料 金 収 入

そ の 他

う ち 他 会 計 負 担 金



団体名
（病院名）

２．収支計画（資本的収支） (単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分

１. 43 41 150 79 58 58

２. 82 82 81 99 111 112

３. 0 0 0 0 0 0

４. 0 0 1,126 45 0 0

５. 0 0 0 0 0 0

６. 0 0 0 0 0 0

７. 0 0 0 0 0 0

(a) 125 123 1,357 223 169 170

0 0 0 0 0 0

(c) 0 0 0 0 0 0

純計(a)－{(b)＋(c)} (A) 125 123 1,357 223 169 170

１. 48 52 153 83 61 61

２. 123 122 1,261 204 190 195

３. 4 4 6 8 243 0

４. 1 0 1 0 0 0

(B) 176 178 1,421 295 494 256

差　引　不　足　額　(B)－(A) (C) 51 55 64 72 325 86

１. 51 55 64 72 325 86

２. 0 0 0 0 0 0

３. 0 0 0 0 0 0

４. 0 0 0 0 0 0

(D) 51 55 64 72 325 86

補てん財源不足額　(C)－(D) (E) 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

(E)－(F) 0 0 0 0 0 0

３．一般会計等からの繰入金の見通し

(2,369) (0) (0) (0) (0) (0) 

196,465 204,306 198,535 315,088 318,754 317,190

(0) (0) (0) (0) (0) (0)

76,289 81,557 81,165 98,349 110,774 112,494

(2,369) (0) (0) (0) (0) (0)

272,754 285,863 279,700 413,437 429,528 429,684

（注）
1
2

広島県
（県立安芸津病院）

　「基準外繰入金」とは、「地方公営企業繰出金について」（副大臣通知）に基づき他会計から公営企業会計へ繰り入れられる繰入金以外の
繰入金をいうものであること。

1．複数の病院を有する事業にあっては、合計表のほか、別途、病院ごとの計画を作成すること。
2．金額の単位は適宜変更することも可能。（例）千円単位。

(単位：千円）

18年度(実績) 19年度（実績） 20年度（見込）

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

合　　　計

　（　）内はうち基準外繰入金額を記入すること。

21年度 22年度 23年度

当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入 (F)
又 は 未 発 行 の 額

実 質 財 源 不 足 額

補
て
ん
財
源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

前年度許可債で当年度借入分

支
　
　
出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金

そ の 他

支 出 計

収
　
　
　
　
　
　
入

他 会 計 補 助 金

国 ( 県 ) 補 助 金

(b)
支 出 の 財 源 充 当 額

企 業 債

他 会 計 出 資 金

他 会 計 負 担 金

他 会 計 借 入 金

そ の 他

収 入 計

う ち 翌 年 度 へ 繰 り 越 さ れ る

18年度(実績) 19年度（実績） 20年度（見込） 21年度 22年度 23年度



(調査表４　別紙（収支計画）） 団体名
（病院名）

１．収支計画　（収益的収支） (単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分

１. ａ 15,564 16,617 16,730 17,504 17,630 17,772

(1) 14,724 15,809 15,902 16,577 16,703 16,845

(2) 840 808 828 927 927 927

609 578 567 671 671 671

２. 1,874 1,939 2,076 2,733 2,728 2,719

(1) 1,726 1,776 1,917 2,569 2,564 2,551

(2) 44 41 40 39 39 39

(3) 104 122 119 125 125 129

(A) 17,438 18,556 18,806 20,237 20,358 20,491

１. ｂ 17,406 18,527 18,716 19,433 19,500 19,417

(1) ｃ 8,994 9,473 9,413 9,965 10,049 10,106

(2) 4,184 4,698 4,726 4,830 4,862 4,894

(3) 2,320 2,498 2,662 2,776 2,762 2,759

(4) 1,799 1,754 1,757 1,695 1,660 1,491

(5) 109 104 158 167 167 167

２. 1,512 1,119 1,127 1,355 1,301 1,276

(1) 987 954 917 873 781 756

(2) 525 165 210 482 520 520

(B) 18,918 19,646 19,843 20,788 20,801 20,693

経 　常 　損 　益 　(A)－(B) (C) ▲ 1,480 ▲ 1,090 ▲ 1,037 ▲ 551 ▲ 443 ▲ 202

１. (D) 224 231 33 30 30 30

２. (E) 12 65 195 61 61 61

特　別　損　益　(D)－(E) (F) 212 166 ▲ 162 ▲ 31 ▲ 31 ▲ 31

▲ 1,268 ▲ 924 ▲ 1,199 ▲ 582 ▲ 474 ▲ 233

(G) ▲ 26,485 ▲ 27,409 ▲ 28,608 ▲ 29,190 ▲ 29,664 ▲ 29,897

(ｱ) 2,984 4,201 4,628 5,370 5,174 5,947

(ｲ) 2,852 3,386 3,841 4,009 4,399 4,503

　 0 0 0 0 0 0

(ｳ) 0 0 0 0 0 0

（※） 168 ▲ 683 28 ▲ 574 586 ▲ 669
(Ａ)
（Ｂ）
(ｵ)
ａ
ａ
ｂ
(c)
（a）

(H)
ａ

（※）N年度における単年度資金不足額については、次の算式により算出すること。
　　○「N年度　単年度資金不足額」＝（「N年度の不良債務額」－「N－１年度の不良債務額」）
　　・不良債務額が負の数となる場合（不良債務が発生しない場合）においても負の数で上記単年度資金不足額を算出すること

収
 
 
 
 
 
 
 
 

入

医 業 収 益

料 金 収 入

そ の 他

う ち 他 会 計 負 担 金

医 業 外 収 益

他 会 計 負 担 金 ・ 補 助 金

国 ( 県 ) 補 助 金

経 常 収 益

材 料 費

22年度 23年度18年度(実績) 19年度（実績） 20年度（見込） 21年度

職 員 給 与 費

そ の 他

医 業 費 用

経 費

そ の 他

医 業 外 費 用

支 払 利 息

減 価 償 却 費

そ の 他

経 常 費 用

差引 不 良 債 務

純 損 益 (C)＋(F)

特
別
損
益

特 別 利 益

特 別 損 失

支
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出

累 積 欠 損 金

不
 

良
 

債
 

務

流 動 資 産

流 動 負 債

う ち 一 時 借 入 金

翌 年 度 繰 越 財 源

当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入

▲ 775

0 0 0 0

▲ 787 ▲ 1,444
｛ ( ｲ )-( ｴ ) ｝ -{( ｱ )-( ｳ )}

単 年 度 資 金 不 足 額

(ｴ) 0
又 は 未 発 行 の 額

(ｵ) ▲ 132 ▲ 815 ▲ 1,361

経 常 収 支 比 率 ×100 92.2 94.5 94.8 97.3 97.9 99.0

不 良 債 務 比 率 ×100 ▲ 0.8 ▲ 4.9 ▲ 4.7 ▲ 7.8 ▲ 4.4 ▲ 8.1

医 業 収 支 比 率 ×100 89.4 89.7 89.4 90.1 90.4 91.5

職員給与費対医業収益比率 ×100 57.8 57.0 56.3 56.9 57.0 56.9

地方財政法施行令第19条第１項
により算定した資金の不足額 (H)

地方財政法上の資金不足の割合 ×100
地方公共団体の財政の健全化に関する法律上の
資金不足比率

病 床 利 用 率

　　例）「22年度単年度資金不足額▲30百万円」＝（「22年度不良債務額▲20百万円」－「21年度不良債務額10百万円」）

広島県
（病院事業全体）

0



団体名
（病院名）

２．収支計画（資本的収支） (単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分

１. 942 1,378 1,980 1,439 868 868

２. 1,101 1,061 1,140 1,342 1,422 1,422

３. 0 0 0 0 0 0

４. 0 0 1,525 849 0 0

５. 0 0 0 0 0 0

６. 0 0 0 0 0 0

７. 36 19 19 18 18 18

(a) 2,079 2,458 4,664 3,648 2,308 2,308

0 0 0 0 0 0

(c) 0 0 0 0 0 0

純計(a)－{(b)＋(c)} (A) 2,079 2,458 4,664 3,648 2,308 2,308

１. 952 1,048 1,419 1,295 899 899

２. 1,660 1,682 3,373 3,126 2,340 2,359

３. 39 39 33 40 1,200 0

４. 24 417 631 193 143 143

(B) 2,675 3,186 5,456 4,654 4,582 3,401

差　引　不　足　額　(B)－(A) (C) 596 728 792 1,006 2,274 1,093

１. 594 726 790 1,004 2,272 1,091

２. 0 0 0 0 0 0

３. 0 0 0 0 0 0

４. 2 2 2 2 2 2

(D) 596 728 792 1,006 2,274 1,093

補てん財源不足額　(C)－(D) (E) 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

(E)－(F) 0 0 0 0 0 0

３．一般会計等からの繰入金の見通し

(154,677) (114,060) (121,229) (446,456) (446,456) (446,456)

2,333,523 2,352,985 2,482,133 3,238,401 3,232,904 3,220,494

(0) (0) (0) (0) (0) (0)

1,095,709 1,060,172 1,140,010 1,341,401 1,421,647 1,422,200

(154,677) (114,060) (121,229) (446,456) (446,456) (446,456)

3,429,232 3,413,157 3,622,143 4,579,802 4,654,551 4,642,694

（注）
1
2

18年度(実績) 19年度（実績） 20年度（見込）

う ち 翌 年 度 へ 繰 り 越 さ れ る

22年度 23年度

国 ( 県 ) 補 助 金

21年度

(b)
支 出 の 財 源 充 当 額

企 業 債

他 会 計 出 資 金

他 会 計 負 担 金

他 会 計 借 入 金

そ の 他

収 入 計

計

前年度許可債で当年度借入分

支
　
　
出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金

そ の 他

支 出 計

収
　
　
　
　
　
　
入

他 会 計 補 助 金

又 は 未 発 行 の 額

実 質 財 源 不 足 額

2．金額の単位は適宜変更することも可能。（例）千円単位。

(単位：千円）

18年度(実績)

補
て
ん
財
源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

広島県
（病院事業全体）

　「基準外繰入金」とは、「地方公営企業繰出金について」（副大臣通知）に基づき他会計から公営企業会計へ繰り入れられる繰入金以外の
繰入金をいうものであること。

1．複数の病院を有する事業にあっては、合計表のほか、別途、病院ごとの計画を作成すること。

21年度 22年度 23年度

当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入 (F)

19年度（実績） 20年度（見込）

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

合　　　計

　（　）内はうち基準外繰入金額を記入すること。


	調査表４収支計画（安芸津病院） 
	調査表４収支計画（病院事業全体）
	広島県立安芸津病院
	hiroshima090525_02
	県立安芸津病院
	◎ H22.10.21修正～ 調査表(広島県）




